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９時33分開会 

 

○大坂会長 

8月の農業委員会を開催したいと思います。 

今言ったように、熊本、千葉県。自然災害というふうな問題がかなり

出てきている中で、香川県自体はそういったことに入りにくいところ

ですが、雨に関しては、ひょっとしたら町中の水路が狭いのが1つ問

題があるのかなと。 

上の方から降った水が、小学校の辺りまでは案外太い水路が通ってる

のだけど、それから下へいくと細い。 

大束川の中へ流し込む水路が細いから、溢れてくる場所があるんじゃ

ないかと。 

もうちょっと大きな雨が降ったら、もう毎年水がそういったときに溢

れる場所は何ヶ所かあります。 

昔は、私が農協行ってるときには、ラモナーの前辺り、西光寺辺りは

一遍浸かりましたわ。 

そんな感じで、思わぬ時にそういったことが起きるかもしれないし、

農家自身が、耕作放棄地が増えてるのと、宅地化が進んでいるという

ことで1つの水の自然のダム。 

水稲を作っている田んぼに関しては、自然のため池なりダムだという

ふうな考え方で言われておりますけれど、宇多津町はそういった関係、

農振地区でないので、道さえあれば宅地化ができると。 

そう言った田んぼが増えてきた中で、自然災害に対する備えというの

が、水路工事は修復はするけど、幅広い水路はできてないし、宅地化

が進んでいても、同じ水路を、同じ幅の水路もやってるので、最終的

には宅地化が進んだ分の、水の処理能力が本当にできるのかなという

ふうな感じでおります。 

本来であれば、そういった耕作放棄地を我々で実際現地を回って、こ

こはもうこれなんとかしないと木が生えてるわとか、そういったもの

を農家自身に周知をしていくというパトロールをしないといけない

のですが、実際、ちょっと暑いので、涼しくなったときに宇多津町全

体、そういったところを見て回って、ここはもう早くなんとかしても

らわないともう水田には変わらんぞと。 

変わらない水田に関しては、実際それはもう農地でないというふうな

取り扱いもいろいろ検討していく。そういったことができない農家に

対して、農地機構。香川県の方である、その農地機構へその水田を渡

して、若い後継者がいろいろ農地として利用して、草を生やさずに水

田のまま維持管理していくというのは我々の1つの仕事なんで。 

そういった現地確認も行って、進めていかないといけないのですが、

もう少し涼しくなってから参りたいというふうに思っていますので、



よろしくお願いします。 

今日は、議事録署名人が中村委員と宮本委員2人に、議事録署名人に

なっていただきます。 

それでは、今日1件ですけれど、始めたいと思いますのでよろしくお

願いします。 

○福田事務局長 

はい。 

それでは議案の方へ入っていきます。 

議案第1号、農地法第4条第1項の規定による許可申請です。 

農業委員会の受付は、令和8年7月29日です。 

転用目的は、農家住宅で、所在地は***町****で***番地*でございま

す。 

面積は***㎡で、申請者は***町***番地*、****様。 

地目は田、現況は宅地となっており、無断転用の案件となります。 

利用に関しては、隣の宅地、***－*、***.**㎡との併せ利用で、住宅

の建築です。 

この計画をしている際に、無断転用ということが発覚し、今回の申請

に至ったもようです。 

申請人からは、農地の転用に申請が必要なことの法的知識が欠如して

おり、無断転用となってしまったことについての始末書も提出されて

おります。 

あと、水利関係ですが、***水利組合の同意と、香川用水の決済金は

完済しております。 

それではご審議よろしくお願いします。 

○大坂会長 

この地区は、我々の***水利組合の地区で、**さんは、この家の横の

ところへ野菜を実際は作ってて、野菜作ってた中は地上げして、転用

的なことをしてたのだけど。自分のとこで食べる野菜を作ってたんだ

けど、もう高齢化が進んで、田のしまいに困って。それと県の。ここ

ちょうど道路拡幅が広がってる。 

そういった関係で作るのをやめて、今回の転用ということに。 

無断転用してたのを改善するというふうな形と、畑はもうできないと

いうことで、宅地ということに実際してしまうというのが経緯ではな

いのかなというふうに思っております。 

そういった関係で、我々水利組合の方は、実際現地を見て、道路も通

ってた、野菜も作ってたという確認はしております。 

無断転用という形になっておりますけれどもいかがでしょうか。 

これを承認という形で、***水利組合としては通していきたいなとい

うふうに思っております。 

どうでしょうか。 



○宮本委員 

造成してるやろ。 

〇大坂会長 

造成してる。 

〇宮本委員 

この前コンクリートをはいでましたよね。 

これは無断転用。構わないけれど、これ所有権移転するんだけど、現

況が宅地ってことだったら、登記、地目変更してもらわないといけな

いね。 

これ所有権移転と書いてるのは。 

○福田事務局長 

すみません。 

これはないです。 

**さんが自身の宅地として使う。 

〇中村委員 

この権利の種類。 

〇福田事務局長 

ないですね。 

すみません。 

〇宮本委員 

これ間違えてるんだね。。 

〇福田事務局長 

はい。 

4条は自分のものを自分の農地以外に転用する。 

〇宮本委員 

地目変更はきちっとしてもらわないと。 

〇福田事務局長 

はい。 

○大坂会長 

今言われたことについて、それはちゃんと修正していただいて。 

どうですか。 

承認いただけますか。 

よろしいですか。 

「はい。」 

○福田事務局長 

許可相当ということで。 

県の方へ送っておきます。 

議案、以上になります。 

あとパトロール。 

〇大坂会長 



これちょっと挨拶の中で言ったパトロールなんだけど、実際は、今度

するのは9月か10月ぐらいになるんだけど。 

米見ないといけないのか。 

〇福田事務局長 

はい。植えてるかどうか。 

〇大坂会長 

それはある程度、刈った後でもわかるし。いや、でもどうしますか。 

10月入ったらもう大抵、稲はなくなっている。 

9月の20日、コシヒカリぐらいはもう刈ってるかもしれないけれど。 

それぐらいのときに、一度回りますか。 

○宮本委員 

あれだね、車で回ってチェックしといて、どこがどんなか現状だけ知

ってもいいね。 

〇福田事務局長 

9月が18日なんですけど。会が。その後とかどうですか。 

○大坂会長 

終わってから18日ね。 

〇宮本委員 

18日？ 

〇大坂会長 

金曜日だね。これ連休前だね。大きな。金曜日になる。 

もうあれっだたらこの18日。案件があれば話して。 

〇福田事務局長 

はい。まだ出てきてないのでちょっとわからないですけど。 

〇大坂会長 

何もなかったら9時ぐらいから集まって班分けして、それで今日の方

は全体の大きな地図。今まで、ここはもう草林の木が生えてるわとい

うのがある程度わかるのだったらね。これ。地番が分かって、それで

誰の田んぼで。そういった部分が分かる分だけはもう地図上で選んで

出してもらって。そういうので変わってるところはあまりないわ。も

う小学校の向こうは大きな太い木が、もう10本も20本も生えて。下の

草は刈ってるけど、木が生えてるのは。そういった部分の確認を、18

日。そのように案件があれば、その案件を処理して現地へ向かうと。 

それで構いませんか。 

あと、車はどうすれば？ 

〇福田事務局長 

こちらで用意します。 

〇大坂会長 

何班？三班くらいに分ける？ 

○福田事務局長 



全員で行きます？それとも、地区選の方だけとか。 

○大坂会長 

全体は見てもらってたほうがいいとは思うんだけどね。 

○福田事務局長 

地区から出られてる方は必須で。あとは、用があれば、もうそちらの

方でも。 

〇大坂会長 

それでいいですか。 

全員で行くのではないかもしれないけど。だから今度実際、現地を回

った後、次の会の時にこういったところが、こういう状態になってる

というので報告するということでどうですか。 

〇中村委員 

昨年のはないのですか 

〇福田事務局長 

ありますよ。地図は。 

〇大坂会長 

昨年と変わらないところは個人の氏名なりね。出していかないといけ

ないと思うし。 

実際こっちでいない人も沢山いる。川津の人でも、もう連絡取れない

人がいるからね。 

耕して。 

そういうのを最終的にどういうふうにするかというとこまで一度話

はしていかないといけないのかなとは思ってるんだ。実際に周りの人

が困ってる。 

私の隣の田んぼはもう草林にして、もう家やら田んぼには落ちてくる

わ、実際に役員をしてた****さん。あの人は連休くらいにコシヒカリ

を植えたのかな。そしたらもうスズメにやられて、もうやめてしまっ

てる。 

コシヒカリの早い分を植えたら食べられる。そういった被害もあるん

でね。そこらあたりはちょっと考えていかないといけない気はするけ

れど。 

連絡が取れないのだけはどうにもならないんだ。それも考えていかな

いといけないので。 

そしたら9月の18日、開催することを決定して、事務的な案件があっ

たらそれをちょっとかけて、それから現地へ向かうということで。そ

れで地区選の人は出てもらったらいいね。 

そういった格好で進めますので、よろしくお願いします。本日はあり

がとうございました。 

（ありがとうございます。） 

 



9時57分閉会 


